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場庁舎を発着点に行われ、参加した選手たちが
健脚を競い合いました（P02）
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い
で
の
ま
ち
か
ど

オ
ウ
ツ

チ
ン

グ

消
防
防
災
へ
の
決
意
新
た
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　

泉
ヶ
丘
中
学
校
で
消
防
出
初
式

あいさつする脇田団長 あいさつする西島町長

　

井
手
町
消
防
出
初
式
が
１
月

７
日
（
日
）、
泉
ヶ
丘
中
学
校

で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

会
場
で
は
、
１
日
に
発
生
し

た
能
登
半
島
地
震
で
の
犠
牲
者

に
対
し
黙
と
う
で
哀
悼
の
意
を

示
し
、
一
斉
放
水
を
中
止
と
い

た
し
ま
し
た
。

　

式
典
で
は
、西
島
寛
道
町
長
、

脇
田
英
訓
団
長
が
あ
い
さ
つ
し

た
あ
と
、
優
良
消
防
団
員
に
対

す
る
表
彰
を
行
い
ま
し
た
。

　

表
彰
状
を
受
け
ら
れ
た
方
々

は
次
の
通
り
で
す
。（
敬
称
略
）

▽
京
都
府
消
防
協
会
表
彰

精
績
章
＝
辻
井
茂
弥

精
勤
章
＝
山
口
誉
、
田
中
豪
、

平
間
治
樹
、
小
西
啓
介

▽
京
都
府
消
防
協
会
綴
喜
支
部

長
表
彰
＝
田
中
誠
、山
川
嘉
徳
、

田
中
哲
治
、
大
谷
賢
太
、
中
坊

一
朗
、
吉
川
清
久
、
木
田
進
一
、

新
谷
司
、
今
西
真
、
岩
城
孝
平

▽
優
良
消
防
団
員
表
彰
者

町
長
章
＝
西
島
聖
也
、
西
本
悠

莉
、
杉
山
元
重
、
寺
島
翔
、
木

田
陽
山
、
小
川
洋
武
、
脇
本
康

平
、
奥
村
嘉
章
、
岡
本
雄
仁
、

篠
田
竜
平

団
長
章
＝
西
田
達
史
、
下
村
裕

斗
、
橋
田
隆
徳
、
中
坊
俊
介
、

丸
山
太
一
、
請
井
知
史
、
脇
本

健
史
、
田
尻
秀
男
、
八
木
慎
平
、

市
場
弘
一

精
勤
章
＝
中
谷
翔
成
、
石
川
誠

志
郎
、
藤
林
弦
、
横
田
雄
大
、

畑
仁
気
、
上
木
卓
磨
、
木
村
優

太
、
前
田
耕
作
、
仁
木
雄
治
、

小
川
正
倫
、
髙
田
頼
行
、
永
綱

健
一
、
石
田
裕
太
郎
、
八
木
亮

天
、
岩
城
輝
和
、
新
谷
司
、
村

田
和
幸
、
八
木
幸
治
、
大
西
康

司

表彰される団員の皆さん

　

井
手
町
二
十
歳
の
集
い
が
、

１
月
７
日
（
日
）、
山
吹
ふ
れ

あ
い
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

今
回
の
二
十
歳
の
つ
ど
い
の

対
象
と
な
っ
た
の
は
77
人
で

す
。

　

会
場
で
は
中
田
邦
和
教
育
長

が
式
辞
を
、
ま
た
西
島
寛
道
町

長
、
奥
田
俊
夫
議
長
が
祝
辞
を

述
べ
た
あ
と
、
出
席
者
を
代
表

し
て
、
西
島
陽
さ
ん
が
記
念
品

を
受
け
取
っ
た
ほ
か
、
大
西
晴

天
さ
ん
が
誓
い
の
言
葉
を
述
べ

ら
れ
ま
し
た
。

77
人
が
新
た
な
門
出

　
　
　
　

二
十
歳
の
つ
ど
い

山吹ふれあいセンターで行われた
二十歳のつどい

　

第
18
回
井
手
町
マ
ラ
ソ
ン
大

会
・
第
32
回
町
民
ジ
ョ
ギ
ン
グ

大
会
が
１
月
14
日
（
日
）、
新

し
い
役
場
庁
舎
を
発
着
点
に
行

わ
れ
、
参
加
し
た
選
手
た
ち
が

健
脚
を
競
い
合
い
ま
し
た
。

　

昨
年
夏
に
役
場
庁
舎
が
移
転

し
た
こ
と
か
ら
、
今
大
会
か
ら

会
場
を
役
場
に
変
更
す
る
と
と

も
に
、
コ
ー
ス
も
１
・
５
キ
ロ
、

２
・
８
キ
ロ
、
６
・
７
キ
ロ
の
３

つ
の
コ
ー
ス
に
刷
新
さ
れ
ま
し

た
。

　

大
会
に
は
、
レ
ー
ス
の
部
に

１
０
２
人
、
ジ
ョ
ギ
ン
グ
の
部

に
延
べ
１
４
０
人
が
参
加
。
全

員
が
、
元
気
に
完
走
さ
れ
ま
し

た
。

　

上
位
入
賞
者
は
次
の
と
お
り

で
す
。（
敬
称
略
）

《
１
・
５
キ
ロ
》

▽
一
・
二
年
生
男
子
の
部

①
大
垣
内
春
真
②
公
文
勇
翔
③

髙
田
岳

▽
一
・
二
年
生
女
子
の
部

①
中
坊
心
優
②
大
江
波
瑠
③
黄

瀬
葉
月

《
２
・
８
キ
ロ
》

▽
三
・
四
年
生
男
子
の
部

①
河
本
惟
吹
②
能
仁
駿
明
③
※

同
着　

谷
尾
新
、
藤
江
春
馬

▽
三
・
四
年
生
所
子
の
部

①
杉
田
悠
菜
②
篠
田
侑
那
③
西

谷
杏
莉

▽
五
・
六
年
生
男
子
の
部

①
森
島
悠
月
②
森
島
莉
煌
③
奥

田
幹
大

▽
五
・
六
年
生
女
子
の
部

①
大
西
希
果
②
西
谷
梨
③
岡
田

望
愛

《
６
・
７
キ
ロ
》

▽
中
学
生
男
子
の
部

①
西
尾
太
一
②
丸
岡
空
翔
③
音

羽
隼
斗

▽
中
学
生
女
子
の
部

新
庁
舎
前
発
着
点
に
全
員
完
走

　

第
18
回
井
手
町
マ
ラ
ソ
ン
大
会
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Ｑ
．
退
職
後
の
国
民
年
金
の
手
続
き
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　

ど
う
す
れ
ば
い
い
で
す
か
？

Ａ
．
退
職
後
に
厚
生
年
金
保
険
の
適
用
事
業
所
に
再
就
職

す
る
場
合
は
、
引
き
続
き
厚
生
年
金
保
険
に
加
入
し
ま

す
。
し
か
し
、
そ
れ
以
外
の
60
歳
未
満
の
人
は
、
国
民
年

金
に
加
入
す
る
た
め
の
手
続
き
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
ま

た
、
退
職
し
た
人
に
扶
養
さ
れ
て
い
た
60
歳
未
満
の
配
偶

者
（
夫
・
妻
）
に
つ
い
て
も
、
同
様
に
国
民
年
金
の
手
続

き
が
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

こ
の
手
続
き
を
怠
る
と
、
年
金
額
が
減
る
場
合
や
、
年

金
そ
の
も
の
が
受
け
取
れ
な
く
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の

で
、
必
要
な
手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

国
民
年
金
の
第
１
号
被
保
険
者
と
な
る
た
め
の
手
続
に

は
、
年
金
手
帳
ま
た
は
基
礎
年
金
番
号
通
知
書
と
退
職
の

日
の
わ
か
る
書
類
が
必
要
で
す
。
提
出
期
限
は
退
職
日
の

翌
日
か
ら
14
日
以
内
で
す
。

　

第
１
号
被
保
険
者
の
保
険
料
は
月
額
１
６
，
５
２
０
円

（
令
和
５
年
度
）
で
す
。
保
険
料
に
つ
い
て
は
、
あ
ら
か
じ

め
一
定
期
間
分
（
原
則
と
し
て
半
年
、
１
年
間
お
よ
び
２

年
間
）
の
保
険
料
を
一
括
し
て
納
付
す
る
と
保
険
料
が
割

引
に
な
る
前
納
制
度
や
、
口
座
振
替
で
当
月
末
に
納
付
す

る
と
保
険
料
が
割
引
に
な
る
制
度
（
早
割
制
度
）
が
あ
り

ま
す
。

　

ま
た
、
退
職
に
よ
り
保
険
料
の
納
付
が
困
難
な
と
き
は
、

失
業
を
理
由
と
し
て
保
険
料
の
免
除
申
請
を
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
免
除
を
希
望
さ
れ
る
場
合
は
、
年
金
手
帳
ま

た
は
基
礎
年
金
番
号
通
知
書
、
退
職
し
た
こ
と
を
確
認
で

き
る
公
的
機
関
の
証
明
の
写
し
（
雇
用
保
険
受
給
資
格
者

証
、離
職
票
等
）
を
持
参
し
、手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

詳
し
く
は
、
住
民
福
祉
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

①
谷
心
風
②
西
山
果
穂

▽
一
般
（
～
39
歳
）
男
子
の
部

①
大
倉
巧
工
②
垣
迫
誉
③
岡
田

信
介

▽
一
般
（
40
歳
～
）
男
子
の
部

①
市
川
真
也
②
北
川
拓
男
③
石

崎
光
洋

▽
一
般
（
40
歳
～
）
女
子
の
部

①
藤
崎
絵
里
子
②
脇
田
麻
衣
子

　

井
手
町
の
詩
情
豊
か
な
風

景
は
、
い
つ
の
世
も
文
人
墨
客

の
杖
を
曳
く
所
と
し
て
、
多
く

の
歌
人
が
訪
れ
、
和
歌
が
詠
ま

れ
て
き
ま
し
た
。

　

井
手
町
「
橘
諸
兄
文
学
賞
」

は
、
本
町
の
風
情
を
詠
ん
だ
短

歌
・
俳
句
・
川
柳
を
募
集
し
て

お
り
、
今
年
度
は
「
玉
川
、
桜
、

小
野
小
町
、
大
正
池
、
万
灯
呂

山
展
望
台
、
蛙
、
井
手
寺
跡
、

五
重
塔
、
紫
式
部
」
を
テ
ー
マ

に
募
集
を
行
っ
た
と
こ
ろ
、
町

内
外
か
ら
俳
句
29
点
、
短
歌
31

点
、
川
柳
31
点
の
計
91
点
の
応

募
が
あ
り
ま
し
た
。

　

去
る
11
月
７
日
に
橘
諸
兄

文
学
賞
実
行
委
員
会
（
中
谷 

英
輔 

会
長
）
及
び
有
識
者
に

よ
る
審
査
が
行
わ
れ
、
短
歌
2

点
・
俳
句
2
点
・
川
柳
2
点
が

優
秀
作
品
に
選
ば
れ
、
12
月
16

日
に
井
手
町
・
京
都
産
業
大

学
・
株
式
会
社
ま
ち
づ
く
り
井

手
の
共
催
で
開
催
さ
れ
た
「
い

で
み
ら
く
る
」
の
イ
ベ
ン
ト
会

場
、
地
域
振
興
交
流
拠
点
施
設

「
テ
オ
テ
ラ
ス
い
で
」
に
お
い

て
、
受
賞
者
・
受
賞
作
品
の
表

彰
式
を
行
い
ま
し
た
。

　

受
賞
作
品
は
次
の
通
り
。

（
敬
称
略
）

《
短
歌
の
部
》

「
玉
川
の
人
も
桜
も
去
り
し
あ

と
目
を
閉
じ
て
き
く
う
ぐ
い

す
の
声
」　

池
田
弥
生
（
井
手

町
）

「
流
れ
寄
る
桜
の
小
枝
玉
川
に

手
を
さ
し
の
べ
て
髪
に
さ
す

君
」
小
泉
智
子
（
京
都
市
伏

見
区
）

《
俳
句
の
部
》

「
花
筏
水
面
に
集
い
何
語
ろ

う
」
吉
川
ヤ
ス
子
（
井
手
町
）

「
囀
や
諸
兄
旧
居
の
道
す
が

ら
」
近
藤
好
廣
（
城
陽
市
）

《
川
柳
の
部
》

「
桜
す
ぎ
や
さ
し
く
山
吹
一
重

八
重
」
汐
見
春
子
（
井
手
町
）

「
町
知
ら
ず
友
の
ガ
イ
ド
に
ほ

れ
こ
ん
だ
」
今
田
節
子
（
京

都
市
右
京
区
）

橘
諸
兄
文
学
賞

　

表
彰
式
が
行
わ
れ
ま
し
た

沿道からの声援を受けて力走する参加者 元気いっぱいにスタートする子どもたち

橘諸兄文学賞の受賞者の皆さん
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今
年
も
所
得
税
の
確
定
申

告
の
時
期
が
近
づ
い
て
き
ま

し
た
が
、
申
告
の
準
備
は
も
う

お
済
み
で
す
か
。

　

所
得
税
は
、
納
税
者
の
み

な
さ
ん
自
ら
が
一
年
間
の
所

得
と
税
金
を
計
算
し
、
申
告
・

納
税
す
る
申
告
納
税
制
度
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

確
定
申
告
を
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
の
に
申
告
し
な
い

で
そ
の
ま
ま
に
し
て
い
た
り
、

間
違
っ
た
申
告
を
さ
れ
ま
す

と
あ
と
で
不
足
の
税
金
を
納

め
る
だ
け
で
な
く
、
加
算
税
や

延
滞
税
を
納
め
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

申
告
を
す
る
と
き
は
、
一
年

間
の
収
入
を
も
う
一
度
見
直

し
ま
し
ょ
う
。

　

な
お
、
申
告
漏
れ
が
見
受
け

ら
れ
る
主
な
収
入
・
所
得
は
次

の
と
お
り
で
す
。
ご
注
意
く
だ

さ
い
。

【
不
動
産
所
得
】

・
農
地
や
空
き
地
を
駐
車
場
と

し
て
貸
し
た
場
合
の
収
入
。

・
ア
パ
ー
ト
や
貸
間
・
借
地
等

の
収
入
。

税務課からのお知らせ

　申告・納税は期限内に

【
雑
所
得
】

・
知
人
や
会
社
な
ど
に
貸
し
付

け
た
お
金
の
利
子
。

・
公
的
年
金
（
国
民
年
金
・
厚

生
年
金
・
共
済
年
金
）
の
収
入
。

・
講
演
料
又
は
ネ
ッ
ト
オ
ー
ク

シ
ョ
ン
な
ど
を
利
用
し
た
個
人

取
引
若
し
く
は
配
達
な
ど
の
副

収
入
に
よ
る
収
入
。

【
給
与
所
得
】

・
パ
ー
ト
等
の
収
入
。

＊
事
業
所
得
、
農
業
所
得
、
不

動
産
所
得
等
の
所
得
が
あ
る
方

は
、
自
宅
で
売
上
や
経
費
等
を

整
理
し
、
ま
と
め
た
う
え
で
申

告
相
談
会
場
に
お
越
し
く
だ
さ

い
。（
収
支
内
訳
書
の
事
前
作

成
を
お
願
い
し
ま
す
。）

■
確
定
申
告
の
受
付
は

　
　
　
　

２
月
16
日
（
金
）
か
ら

　

国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の

『
確
定
申
告
書
等
作
成
コ
ー

ナ
ー
』
で
は
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
を
利
用
し
て
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
や
パ
ソ
コ
ン
か
ら
画
面

の
案
内
に
沿
っ
て
金
額
等
を
入

力
す
る
だ
け
で
、
自
動
計
算
に

よ
り
、
確
定
申
告
書
の
作
成
・

■
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
パ
ソ
コ

ン
で
確
定
申
告
が
で
き
ま
す
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提
出
が
で
き
ま
す
。

　

確
定
申
告
に
つ
い
て
、
詳
し

く
は
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（https://w
w

w
.nta.go.jp/

taxes/shiraberu/shinkoku
/r5_sm

art_shinkoku/
index.htm

）
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。

※
確
定
申
告
書
の
作
成
・
提
出

は
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
パ

ソ
コ
ン
か
ら
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

を
利
用
し
て
24
時
間
い
つ
で
も

で
き
る
こ
と
や
、
添
付
書
類
が

省
略
で
き
る
こ
と
、
還
付
金
の

振
込
み
が
早
い
こ
と
も
あ
り
、

利
用
者
が
増
え
て
き
て
お
り
ま

す
。
ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

＊
確
定
申
告
書
を
提
出
す
る
際

に
は
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
（
個
人

番
号
）
の
記
載
及
び
申
告
書
に

記
載
さ
れ
た
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

と
本
人
確
認
が
必
要
と
な
り

ま
す
の
で
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
を
お
持
ち
で
な
い
方
は
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
が
わ
か
る
も
の

と
本
人
確
認
書
類
）
を
提
示
し

て
く
だ
さ
い
。《
作
成
し
た
確

定
申
告
書
等
を
書
面
で
郵
送

す
る
場
合
は
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
の
表
裏
面
（
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
を
お
持
ち
で
な

い
方
は
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
が
わ

か
る
も
の
と
本
人
確
認
書
類
）

の
写
し
を
添
付
し
て
、「
大
阪

国
税
局
業
務
セ
ン
タ
ー
阪
神

分
室
」
に
郵
送
し
て
く
だ
さ

い
。
〒
６
６
１
‐
８
５
２
１　

尼
崎
市
若
王
寺
３
丁
目
11
番

46
号
へ
》

＊
公
的
年
金
な
ど
の
収
入
額

が
４
０
０
万
円
以
下
で
か
つ
、

公
的
年
金
な
ど
に
係
る
雑
所

得
以
外
の
所
得
金
額
が
20
万

円
以
下
で
あ
る
場
合
に
は
、
所

得
税
の
確
定
申
告
書
を
提
出

す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

住
民
税
（
町
府
民
税
）
の
申
告

は
必
要
で
す
。
住
民
税
（
町
府

民
税
）
の
申
告
が
な
い
場
合
、

各
種
控
除
が
で
き
な
い
こ
と

も
あ
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く

　

井
手
町
役
場
で
は
、
令
和
５

年
分
の
申
告
相
談
会
場
を
次
の

と
お
り
開
設
し
ま
す
。

［
開
設
場
所
］
井
手
町
役
場　

１
階
中
会
議
室

［
開
設
期
間
］
２
月
16
日
（
金
）

か
ら
３
月
15
日
（
金
）

［
開
設
時
間
］
午
前
９
時
～
正

だ
さ
い
。

　

ま
た
、
所
得
税
の
還
付
を
受

け
る
た
め
に
は
確
定
申
告
書

を
提
出
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。

　

確
定
申
告
に
関
す
る
お
問

い
合
わ
せ
は
国
税
相
談
専
用

ダ
イ
ヤ
ル
（
℡
０
５
７
０
‐

０
０
‐
５
９
０
１
）、
住
民
税

（
町
府
民
税
）
申
告
に
関
す
る

お
問
い
合
わ
せ
は
井
手
町
税

務
課
（
℡
82
‐
６
１
６
３
）
ま

で
。

＊
医
療
費
の
お
知
ら
せ
（
医
療

費
通
知
）
は
、
医
療
費
控
除
の

申
告
手
続
き
で
医
療
費
の
明

細
書
の
添
付
資
料
と
し
て
使

用
で
き
ま
す
が
、
未
通
知
の
診

療
分
に
つ
き
ま
し
て
は
、
領
収

書
に
基
づ
い
て
医
療
費
の
明

細
書
を
作
成
し
て
い
た
だ
く

こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
ご
注

意
下
さ
い
。

午
、午
後
１
時
～
午
後
４
時（
最

終
受
付
時
間
：
午
前
は
11
時
半

ま
で
、
午
後
は
３
時
半
ま
で
）

〇
土
・
日
・
祝
日
は
開
設
し
て

お
り
ま
せ
ん
。

〇
申
告
相
談
の
内
容
に
よ
っ
て

は
、
宇
治
税
務
署
に
案
内
さ
せ

て
い
た
だ
く
場
合
が
あ
り
ま
す

の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。（
例

え
ば
、
住
宅
借
入
金
特
別
控
除

の
初
年
度
申
告
や
、
土
地
・
建

物
・
株
式
等
の
譲
渡
所
得
申
告
、

青
色
申
告
な
ど
）

　

宇
治
税
務
署
の
確
定
申
告
会

場
は
、
宇
治
税
務
署
（
宇
治
市

大
久
保
町
井
ノ
尻
60
‐
３
）
内

に
開
設
さ
れ
ま
す
。
な
お
、
宇

治
税
務
署
の
確
定
申
告
会
場
へ

の
入
場
に
は
「
入
場
整
理
券
」

が
必
要
で
す
。

■
確
定
申
告
の
申
告
期
間
は

　

２
月
16
日
～
３
月
15
日
ま
で

作成コーナー 検索 　国税庁確定申告書作成コーナーはこちらから➡➡
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住民税申告相談日程表　
日　時 場　所

３月１日（金）
午前９時～正午 いづみ人権交流センター研修棟

３月４日（月）

３月５日（火） 午前９時～正午
午後１時～午後３時 JA 京都やましろ井手町支店

３月６日（水） 午前９時～正午
３月７日（木）

午前９時～正午 保健センター
３月 8 日（金）
３月１日（金）
～１５日（金）

（土日を除く）

午前９時～正午
午後１時～午後４時 井手町役場　１階中会議室

※受付終了時間は、午前・午後それぞれの終了時間 30 分前とさせていただきます。

①
入
場
制
限
の
ほ
か
、
早
め
に

相
談
受
付
を
終
了
す
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。

②
咳
・
発
熱
等
の
症
状
の
あ
る

方
や
体
調
の
す
ぐ
れ
な
い
方

は
、
入
場
を
お
断
り
し
ま
す
。

③
例
年
、
申
告
相
談
会
場
は
大

変
混
み
合
い
ま
す
。
滞
在
時
間

短
縮
の
た
め
、
で
き
る
限
り
事

前
に
ご
自
身
で
申
告
に
か
か
る

資
料
（
収
支
内
訳
書
や
医
療
費

の
明
細
書
な
ど
）
を
作
成
し
て

ご
持
参
い
た
だ
く
と
と
も
に
、

少
人
数
で
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

税務課からのお知らせ
  申告・納税は期限内に

　

令
和
６
年
１
月
１
日
現
在
、

井
手
町
に
住
所
を
有
す
る
人
は

原
則
申
告
が
必
要
で
す
。

　

た
だ
し
、
次
の
い
ず
れ
か
に

該
当
す
る
人
は
申
告
の
必
要
は

あ
り
ま
せ
ん
。

①
令
和
５
年
中
の
収
入
が
給
与

収
入
の
み
又
は
公
的
年
金
収
入

の
み
で
、
勤
務
先
か
ら
給
与
支

払
報
告
書
（
年
末
調
整
が
済
ん

で
い
る
も
の
）
又
は
公
的
年
金

等
の
支
払
報
告
書
が
井
手
町
に

提
出
さ
れ
て
い
る
人
で
、
新
た

　

住
民
税
（
町
府
民
税
）
の
申

告
書
の
提
出
は
郵
送
で
も
可
能

で
す
。
で
き
る
限
り
郵
送
で
の

提
出
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

　

な
お
、
申
告
書
の
受
付
書
が

必
要
な
方
は
返
信
用
封
筒
（
宛

先
を
記
入
し
、
84
円
切
手
を

貼
っ
た
も
の
）
を
同
封
し
て
く

だ
さ
い
。

・
住
民
税
の
申
告
書
に
は
、
住

所
、
氏
名
、
電
話
番
号
等
必
要

事
項
を
記
入
し
、
各
種
収
入
に

関
す
る
書
類
や
、
控
除
の
証
明

書
等
を
添
付
し
て
く
だ
さ
い
。

・
内
容
に
つ
い
て
町
か
ら
連
絡

を
差
し
上
げ
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
の
で
、
必
ず
日
中
連
絡
が
取

れ
る
電
話
番
号
の
記
載
を
お

願
い
し
ま
す
。

・
住
民
税
（
町
府
民
税
）
の
申

告
書
の
郵
送
先　

〒
６
１
０

‐
０
３
０
２　

京
都
府
綴
喜

郡
井
手
町
大
字
井
手
小
字
東

高
月
８　

井
手
町
役
場
税
務

課※
申
告
期
限
内
に
申
告
が
な

け
れ
ば
、
福
祉
関
係
の
給
付
や

国
民
健
康
保
険
税
な
ど
の
算

バ
ー
カ
ー
ド
を
お
持
ち
で
な
い

場
合
は
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
が
わ
か

る
も
の
と
本
人
確
認
書
類
）
を

提
示
し
て
く
だ
さ
い
。《
税
務

課
へ
申
告
書
を
郵
送
で
提
出
す

る
場
合
は
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
の
表
裏
面
（
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
を
お
持
ち
で
な
い

場
合
は
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
が
わ
か

る
も
の
と
本
人
確
認
書
類
）
の

写
し
を
添
付
し
て
く
だ
さ
い
。》

■
申
告
相
談
会
場
で
の
ご
注
意

い
た
だ
き
た
い
点
に
つ
い
て

■
住
民
税
（
町
府
民
税
）
の

申
告
相
談
は
３
月
１
日
（
金
）

か
ら

■
住
民
税
（
町
府
民
税
）
の

申
告
期
限
は
３
月
15
日
（
金
）

で
す

に
社
会
保
険
料
控
除
や
生
命

保
険
料
控
除
な
ど
の
控
除
を

受
け
よ
う
と
し
な
い
人
。

②
令
和
５
年
分
の
所
得
税
等

の
確
定
申
告
書
を
提
出
し
た

人
。

　

住
民
税
の
申
告
相
談
日
程

は
、
下
表
の
と
お
り
で
す
。

　

な
お
、
申
告
書
は
２
月
中

旬
に
送
付
し
ま
す
。（
送
付
が

な
い
場
合
で
も
申
告
が
必
要

な
場
合
が
あ
り
ま
す
。）

定
に
影
響
が
出

る
場
合
や
所
得

に
関
す
る
証
明

書
の
発
行
が
で

き
な
い
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

＊
住
民
税
の
申

告
に
つ
き
ま

し
て
も
、
申
告

書
に
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
（
個
人

番
号
）
の
記
載

及
び
申
告
書

に
記
載
さ
れ
た

マ
イ
ナ
ン
バ
ー

と
本
人
確
認
が

必
要
と
な
り
ま

す
の
で
、
申
告

書
を
提
出
す
る

際
に
は
、
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
（
マ
イ
ナ
ン
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第５回 京都府耳のことフェスタ 
日時 ３月１０日（日）午前１１時開場～午後３時 
場所 南丹市八木市民センター「ｉスタやぎ」（〒 629-0141 京都府南丹市八木町

八木東久保 29 番地 1 南丹市役所八木支所内）
内容 ・講演 筑波技術大学 産業技術学部 教授 若月 大輔 様 

　「ろう・難聴者の情報保障を考える～ ICT 活用のあゆみと今後の展望～」 
　１部 基礎講座：聴覚障害と情報保障のキホン 
　２部 応用講座：イマドキの ICT 活用と今後の展望 
・機器体験・登録ブース（10 社出展予定） 
　聞こえをサポートする様々な機器が集結し、試すことができます 
・展示ブース 
　日常生活で役立つ工夫・情報・グッズを展示します 
・その他 
　手話入門ブース・抽選企画などさまざま準備しています 

参加費 無料　　　申し込み不要
対象 京都府在住のすべての方 

（聞こえにくい・聞こえない当事者、当事者家族、関係者、関心のある方）
問合せ 京都府聴覚言語障害センター 耳のことフェスタ 担当宛 

住所：〒 610-0121 城陽市寺田林ノ口 11 番 64
電話：0774-30-9000　　FAX：0774-55-7708
メール kikoe-shien@kyoto-chogen.or.jp
ＨＰ　https://www.kyoto-chogen.or.jp/communityplaza/cms/article.php?id=3862

　井手地区町営住宅等の入居者を次のとおり募集します。
■所在 ／ 井手町大字井手小字段ノ下地内
■団地名 ／ 井手地区団地（町営住宅南団地、府営住宅井手団地）
■募集戸数 ／ ４戸 内訳：一般世帯向け１戸、高齢・障がい者世帯向け２戸

　　　高齢・障がい単身者向け１戸
■交付期間 ／ ２月　９日（金）～　２月２９日（木）《土曜・日曜・祝日を除く》
■申込期間 ／ ２月１６日（金）～　３月　５日（火）《土曜・日曜・祝日を除く》
■交付・申込時間／ 午前９時～１１時３０分・午後１時～４時
■入居時期 ／ 令和６年４月を予定
■その他 ／ 募集案内等は、２月９日（金）より２月２９日（木）まで、いづみ人権交流センター内　

同和・人権政策課で交付します。
申し込みには、単身者向け住宅１戸を除いて、２人以上の世帯であることが必要です。
なお、高齢・障がい者向け住宅の申し込みには、その内容の証明が必要です。

令和５年１０月の募集より申込時に井手町外の在住で、井手町へＵターンし、子育てを
希望（１８歳未満の子ども（申請日時点で妊娠中の胎児も含む）を養育している世帯）
の方も申込可能となりました。
その際申し込み時点で過去に井手町内に３ヵ月以上継続して在住されたことを示す書類
（住民票の除票）の提出が必要です。

多賀地区の東北河原団地において入居者が決定していない住戸（高齢・障がい者世帯向
け１戸）については現在随時募集を実施しています。
随時募集は、入居申込順に入居者を選考します。申し込みが募集戸数に達した場合は募
集を終了します。最新の情報は建設課までお問い合わせください。

＊お申し込み・お問い合わせは、
　　　　　　　井手団地：いづみ人権交流センター内　同和・人権政策課（℡ 82 － 3380）まで
　　　　　　　多賀団地：井手町役場　建設課（℡ 82-6167）まで

井手地区町営住宅等（空家）の入居者募集
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テオテラスいで
地域交流拠点

営業時間変更のお知らせ
　1 月の営業より、以下の通り営業時間を変
更いたします。
　直売所の営業時間がぐ～んと延長しました
ので、お仕事帰りにも是非ご利用ください。

カフェ　午前９時～午後５時
直販所　午前９時～午後６時
営業日　毎週火曜日～日曜日・祝日
休業日　毎週月曜日、年末年始（月曜日が祝
　　　　日の場合は営業、翌火曜日を休業）

Cafe
ランチタイム（11：00 ～ 15：00）
　中華メニューやミックスフライなど味噌汁
つきでお得な週替わりランチや、ボリューム
満点のカツカレーが大好評です。
 
カフェタイム（9：00 ～ 17：00）
　冬でも人気のソフトクリームは、2 月限定
でチョコレート味が登場します。（無くなり
次第終了）
　2 月のケーキは「アップルパイ」「いちごと
ブルーベリーのケーキ」「キャラメルナッツ」
です。黄金プリン、ケーキともテイクアウト
可能です。

レスキュー弁当販売（16：00 ～ 17：30）
　ランチで余った食材をお弁当にして 300 円
で販売。廃棄ロスのない日は販売がありませ
ん。内容はその日によって異なります。

　地域交流拠点として新たな年を
迎え、1 月には新春餅つき大会、
二十歳のつどいパーティーが開催
され、多くの皆様にご利用頂きあ
りがとうございました。
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2 月 17 日（土）やまぶきマルシェ
～製作に没頭する、冬のひとときを～
　テオテラスいでで個展を開催してくださったガラスアートの
MeBu さん、ミニチュアフードの clay,m さんがお客様からの「私
もやってみたい！」という熱い声にお応えしてワークショップを開
催。予約なしで参加できるブースもあります、是非ご来場ください。
※屋外のフリーマーケットは 2/6 の時点で出店希望が 5 店舗以上集
まれば開催します。

開催日時
2024 年 2 月 17 日（土）午前 10 時～午後４時
開催場所
テオテラスいで　カフェおよびニワ（芝生エリア）

＜ワークショップ予約受付中＞
廃ガラス～癒しの CandleHolder
●参加費　￥3500（材料費込み・税込み）
●製作時間　約 45 分
●対象年齢　中学生以上
●ご予約優先、空きがあれば当日受付可 

＜ワークショップ予約受付中＞
ミニチュアパン製作
●参加費　￥1200（材料費込み・税込み）
●製作時間　約 120 分
●対象年齢　中学生以上
●ご予約優先、空きがあれば当日受付可
●持ち物　ハサミ（必ず）、デザインナイフ（持っている人）
   
＜予約不要＞カラーエクステ・占い
＜予約不要＞ハンドマッサージ
＜予約不要＞似顔絵受注 & キーホルダー、小物販売（羊毛フェルト
& ワッペン）
＜ニワ（芝生エリア）出店予定募集中（雨天中止）＞
　出店はホームページよりお申込みください。2 月も全店出店料
500 円、2 月 6 日の時点で 5 店舗以上の申込があれば屋外エリア開
催とします。

お問い合わせは、テオテラスいで（℡ 82-5600）まで

映画
　「神さまの轍」無料上映会
　井手町にお住まいの方はご存知
の方も多いかと思いますが、2018
年に公開された映画【神さまの轍 
checkpoint of the life】 は、 こ
こ井手町を舞台にロードバイクに
青春を捧げた若者たちの姿を、荒
井敦史と岡山天音の共演で描いた、
作道雄監督作品です。
　まだご覧になっていない方も、
何度も観たという方も、テオテラ
スいででもう一度鑑賞しませんか。

2024 年 2 月 24 日（土）
午後４時半～５時半
井手町が登場する YouTube を再
発見！
午後５時半～７時

「神さまの轍」上映
参加無料、出入り自由。満席の場
合は入場をお断りする場合がござ
います。

カフェスタッフ募集中
　テオテラスいでカフェでは、一
緒に働いてくれるスタッフを募集
しています。学生スタッフも多く、
はじめての方もなじみやすい職場
です。一緒に美味しい「井手じゃ
んめん」を作ってみませんか？
　モーニングの時間帯は大きなガ
ラス窓から差し込む光がとても気
持ち良いですよ。
　 詳 し く は、 テ オ テ ラ ス い
で（ ℡ 0774-82-5600） ま た は
https://teoterasuide.jp/?post_
type=news へ。
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　井手町では次代を担う子どもの出産を祝い、子育て世帯を応援するために、子育て世
帯の保護者に対し、町独自の井手町出産応援給付金を支給します。

対象者
　・出生後最初に井手町の住民基本台帳に記録され、
　　かつ給付金の申請を行う日まで引き続き住所を有している児童の保護者。
　・対象児童の出生日の 1 年前から引き続き井手町内に住所を有している保護者。
　　上記すべてに該当する保護者に限ります。

支給の内容

　　児童 1 人につき１０万円
申請期間
　対象児童の出生日の翌日から 1 年間、申請が可能です。

申請方法
　申請書に必要事項を記入の上、必要書類と一緒に住民福祉課に提出してください。
　★児童手当の受給口座以外に振込を希望される方は振込口座の確認書類。
　★申請者名義の口座に限ります。

井手町は
　独自の出産応援給付金で
　　　　　子育て世帯を応援します

　※申請書は住民福祉課窓口又はホームページからダウンロードできます。

　★詳細については、ホームページ又は住民福祉課までお問合せください。
　　お問い合わせは、住民福祉課（℡８２－６１６４）
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令和５年度　井手玉川大学閉講式及び
　　　　　　　　　　　　第７回講座のご案内
日　時 令和６年２月２０日（火）　　午後１時半～３時
会　場 山吹ふれあいセンター　会議室
内　容 閉講式 ①式辞　井手町教育委員会　中田　邦和　教育長

②修了証書授与（代表）
③皆勤賞贈呈（代表）

第 7 回講座
演　題『 地域で生きる・認知症の人と共に 』

　　～もっとずっとこの町で～
講　師 社会福祉法人　京都老人福祉協会　京都老人ホーム理事

　　　　社会福祉士　　上
う え

田
だ

　充
み つ

子
こ

　さん
～認知症へのご家族や周囲の正しい理解を深め、
　　　　　認知症防止のための日常生活改善について学びましょう。～

町バス運行計画
【行き】（井手コース）いづみ人権交流センター → 元フラワーショップ前 → 井手小学校前 →

　　　　　　　　　 １2：３２　　　　　　　　　　　１2：３４　　　　　　　　　　１２：3 ８

ＪＲ玉水駅前 → 三軒坂下（奥玉川橋） → 会場着（新庁舎）
　１２：４３　　　　　１２：４６　　　　　　　　１２：５０

（多賀コース）→ ワダヘアーサロン前 → ワタキューセイモア前 → 岩倉橋 → 元養鶏場前 →
　　　　　　　　　　　１３：００　　　　　　　　　　１３：０４　　　　　 １３：０７　 　１３：０９

元ＪＡスタンド前 → 南部公民館前 → 石山踏切前 → 会場着（新庁舎）
　　１３：１１　　　　　　１３：１４　　　　１３：1 ７　　　　１３：２０

【帰り】行きと逆まわり
※なお、井手玉川大学受講者以外の一般の皆さんの受講も可能ですので、欠席の方も含め、社会教育
課（℡８２－６３００）までお電話ください。なお、町バスの利用も可能です。

井手玉川大学　令和６年度　年間受講者募集について
　年間受講者募集については、４月か５月の広報で改めてご連絡致しますが、
基本、社会教育課（８２－６３００）への電話で申し込むことが出来ます。　
　今後も多くの受講者の申し込みをお待ちしております。

　城南衛生管理組合では、ごみの減量化及び資源の有効利用と、循環型社会形成に向けたリサイクル
システムの構築を推進するために、構成市町から搬入される公園の樹木・街路樹・家庭の庭木等の剪
定枝をチップ化物にして配布する事業を行っています。今年度も、更なる循環型社会の推進を目的と
して、チップ化物の無料配布を行います。

■対象　城南衛生管理組合管内（宇治市、城陽市、八幡市、久御山町、宇治田原町、井手町）に在住・
在勤の方

■配布日時
　個人等小口利用者向け　3 月 4 日（月）～ 3 月 8 日（金）※申し込み不要　
　農家等大口利用者向け　3 月 11 日（月）～ 3 月 15 日（金）　※事前申し込みが必要　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（受付は 2 月 28 日～３月１日）
　いずれも午前 9 時～午後４時（正午から午後１時除く）
■配布場所　旧奥山リユースセンター（クリーン 21 長谷山　城陽市寺田奥山 1-61）
■お問合せ・申込みは、クリーン 21 長谷山（℡５２ ‐ ３５８１）へ。

令和５年度第２回
剪定枝チップ化物無料配布
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2 月の利用方法について

【利用時間】 平日 午前 8 時半～午後 4 時半  土曜 午前 8 時半～正午
【利用料金】 一日　2000 円　半日　1000 円　給食費　250 円

　利用の際には事前の面談と予約が必要です。
　その他詳細については子育て支援センター
　（℡ 82 － 2232）までお問合せください。

●一時預かり「いちごぐみ」の利用について
お仕事や冠婚葬祭、リフレッシュなどのために一時預かりを
行っております

子育て支援カレンダー
子育て支援センターって？
子育て支援センターは、親子で一緒に遊んだり、子育ての情報交換や相談のできるところです。
センター内には手作りのおもちゃもたくさんあります。自由に気軽に遊びに来てください♪

【所在地】井手町大字井手小字玉ノ井４８－２（玉川保育園内にあります）
【TEL・FAX】８２－２２３２
【開いてる日】月曜日～金曜日（祝祭日を除く）午前９時半～午後４時

【開館日】 月曜日～金曜日（祝日を除く）
【時　間】 午前の部　10 時～正午

午後の部  　2 時～ 4 時
※各時間の利用人数は１２人までです。
※ 2 月 8 日 ( 木 )・20 日 ( 火 ) の午前中はイベントを開催して
　いるため、センターへの来所や電話相談のご利用はできません。

【相談事業】 電話相談 午前 9 時半～午後 4 時
来所相談 午前 10 時～正午・午後 2 時～４時

　その他詳しい情報については、井手町のホームページに掲載さ
れる「子育て支援センターだより」をご覧ください。

コップ袋を作ろう
　2 月に支援センターに遊びに来て
くれた方は、「コップ袋」を作るこ
とができます♪お好きなスタンプ
を押すだけで、簡単に出来上がり！

（未就園児対象）

子育て支援センターだより
　子育て支援センターの毎月
の予定や、詳しい情報に関して
は、「子育て支援センターだよ
り」にてご確認ください。

井手すくすくチャンネル

　製作・手遊び・レシピ動画など、親子で楽し
める動画を配信しています♪ぜひご覧くださ
い。2 月の動画は「かえるがなくから」です

『春の火災予防運動』 実施します
京田辺市消防署井手分署からのお知らせ

　３月１日 (金）から７日 (木）までの１週間、全国一斉に春の火災予防運動が展開されます。
　冬から春へ季節が移り変わるこの時期は、空気が非常に乾燥して火災が発生しやすく、また
強い季節風により、大火になりやすい時期でもあります。
　住宅防火　いのちを守る　１０のポイント
　　　－４つの習慣・６つの対策－
　４つの習慣
　　①寝たばこは絶対にしない、させない。
　　②ストーブの周りに燃えやすいものを置かない。
　　③こんろを使うときは火のそばを離れない。
　　④コンセントはほこりを清掃し、不必要なプラグは抜く。
　６つの対策
　　①火災の発生を防ぐために、ストーブやこんろ等は安全装置の付いた機器を使用する。
　　②火災の早期発見のために、住宅用火災警報器を定期的に点検し、１０年を目安に交換する。
　　③火災の拡大を防ぐために、部屋を整理整頓し、寝具、衣類及びカーテンは、防炎品を使用する。
　　④火災を小さいうちに消すために、消火器等を設置し、使い方を確認しておく。
　　⑤お年寄りや身体の不自由な人は、避難経路と避難方法を常に確保し、備えておく。
　　⑥防火防災訓練への参加、戸別訪問などにより、地域ぐるみの防火対策を行う。

「お出かけは　マスク戸締まり　火の用心」

お問合せ京田辺市消防署井手分署　　℡８２－３０００
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いづみ児童館情報
いづみ児童館（℡８２ー４１１２）

【イベント】
日時 教室等 場所 講師等

2 月 17 日 ( 土 )
3 月 16 日 ( 土 )

科学体験教室
・スライム
・スカイスクリュ－
10:00 ～ 11:30

いづみ児童館

講師：児童館職員
定員：15 名
対象：小学生
持ち物：上ぐつ ･ お茶 ･ ハンドタオル

2 月 17 日 ･24 日 ( 土 )
3 月 9 日 ･16 日 ･
23 日 ( 土 )

ヒップホップダンス教室
ステッフﾟ練習
13:30 ～ 14:15(1 ～ 3 年 )
14:20 ～ 15:05(4 ～ 6 年）

いづみ人権交流センター研修棟
いづみ人権交流ｾﾝﾀｰ体育館（2
月 17 日のみ）

講師：西島陽さん
対象：小学生
持ち物：上ぐつ・お茶・タオル
※動きやすい服装で参加してください。

2 月 24 日 ( 土 )
3 月 9 日 ･23 日 ( 土 )

コーラス教室
合唱練習
１0:00 ～ 11:30

いづみ人権交流センター研修棟
講師：笠原かおるさん・丸山敦子さん
対象：小学生
持ち物：上ぐつ・お茶・ハンドタオル

3 月 2 日（土）
おやつ作り交流会
パフェ
10:00 ～ 11:30

いづみ人権交流センター生活改
善室

講師：児童館職員
定員：10 名
参加費：100 円（当日徴収）
対象：小学生
持ち物：上ぐつ ･ お茶 ･ ハンドタオル・エプ
ロン ･ 三角巾・マスク

3 月　2 日 ( 土 )
3 月 30 日 ( 土 )

スポレク
・体育館遊び
15:30 ～ 16:30
・プラバンキーホルダー
10:00 ～ 11:00

いづみ児童館

講師：児童館職員
定員：15 名
対象：小学生
持ち物：上ぐつ・お茶・タオル

3 月 1 日（金） 中学生交流会
17:00 ～ 18: ３0 いづみ人権交流ｾﾝﾀｰ生活改善室

定員：１５名
参加費：１００円（当日徴収）
対象：中学生
持ち物：上ぐつ ･ お茶 ･ ハンドタオル・エプ
ロン ･ 三角巾・マスク

【学習会・自由来館】

児童館学習会

小学生学習会
16:00 ～ 17:00

2 月 13 日 ( 火 )･15 日 ( 木 )･22 日 ( 木 )･27 日 ( 火 )･29 日 ( 木 )
3 月　5 日 ( 火 )･　7 日 ( 木 )･12 日 ( 火 )･14 日 ( 木 )
持ち物：宿題 ･ 筆記用具 ･ 上ぐつ ･ お茶・タオル
※学習会がある日は、児童館や体育館での遊びはできません。

中学生学習会
17:00 ～ 18:00

2 月 14 日 ( 水 )･21 日 ( 水 )･22 日 ( 木 )･26 日 ( 月 )･27 日 ( 火 )
3 月の開催予定はありません。
持ち物：学習道具・上ぐつ

自由来館（小学生 ･ 中学生対象）

帰宅してから午後４時半まで利用することができます。
学習会のある日及び、日・祝日を除く
土曜日については、児童館行事のない時間
持ち物：宿題 ･ 筆記用具 ･ うわぐつ ･ お茶・タオル

体育館遊び（小学生 ･ 中学生対象）

自由来館での学習終了後から午後４時半まで利用することができます。
持ち物：上ぐつ・お茶・タオル
※利用人数が多い時等、安全を考慮して学年や時間をわけて利用してもらう場
合があります。

【井手町解放文化祭で手作り工作を開催します！】
日時 内容 場所 講師等

3 月 10 日 ( 日 ) プラバンキーホルダー
10:00 ～ 15:00 いづみ人権交流ｾﾝﾀｰ駐車場

講師：児童館職員
参加費：50 円（当日徴収）
※ 1 人 1 枚まで
材料がなくなり次第終了します。
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 人権について考えよう！
見つめよう私たちの歴史 育てよう私たちの文化
　　　　～共に認める、多様な価値観～

　差別を許さない人権意識の向上と、住民相互の交流を図ることを目的に、第３８回井手町解放文化
祭が下記のとおり開催されます。
　今回は、性同一性障がいのシンガーソングライターとして活動している、『悠

ゆ

以
い

』さんをお招きし、『自
分らしく生きる』と題してＬＧＢＴトーク & コンサートを開催します。
　また、小学生や保育園児たちなどの日ごろの練習の成果も発表します。
　会場では、作品展示・模擬店・小学生手作り工作コーナーなどさまざまな催し物を用意しています。
お誘いあわせのうえ、多数ご参加ください。
◇ 日　時 ３月１０日（日）午前１０時～午後３時
◇ 場　所 いづみ人権交流センター・いづみ児童館
◇ 内　容 もちつき、人権啓発展、井手町人権啓発コンクール出展作品（ポス

ター・標語）展示、作品展示（保育園、小・中学生、井手やまぶき支援学校、
児童館、いづみまなび教室）、舞台発表、模擬店、キッチンカー、小学生手
作り工作コーナー　など
＜人権啓発講演会＞　午後１時～２時半　
講師　シンガーソングライター 悠

ゆ

以
い

　さん
演　題　「自分らしく生きる」
※お問い合わせは、井手町解放文化祭実行委員会事務局
　（いづみ人権交流センター内　TEL 82-3380）まで。

井手町解放文化祭第 38 回

【パソコン教室】
《ゆっくり学べるパソコン教室》パソコン入門
日　時 ／ ３月６日・１３日・２１日・２７日

各水曜日（※２１日のみ木曜日）、　午後１時～３時半
場　所 ／ いづみ人権交流センター
内　容 ／ スマホやタブレットを使った LINE（ライン）や Instagram（インスタグ

ラム）などの SNS の使い方などを学習します。
対　象 ／ ６０歳以上の井手町在住者
持ち物 ／ 筆記用具、テキスト代（300 円、初回のみ）
定　員 ／ ５人（定員を超えた場合は抽選を行い、抽選もれの方にのみ連絡します。）

※受講希望者が２人未満の場合は、講座の開催を中止する場合があります。
申込み ／ ３月５日（火）までに、いづみ人権交流センターへお申込みください。

《パソコン教室》ワード・エクセル集中講座
日　時 ／ ３月６日・１３日・２１日・２７日　

各水曜日（※２１日のみ木曜日）、午後７時～９時
場　所 ／ いづみ人権交流センター
内　容 ／ ワードとエクセルを連携した便利な使い方、「データの管理」や ｢差し込み

印刷」などを学習します。
対　象 ／ １６歳以上の井手町在住または在勤者
持ち物 ／ 筆記用具、テキスト代（300 円、初回のみ）
定　員 ／ ５人（定員を超えた場合は抽選を行い、抽選もれの方にのみ連絡します。）

※受講希望者が２人未満の場合は、講座の開催を中止する場合があります。
申込み ／ ３月５日（火）までに、いづみ人権交流センターへお申込みください。

＊お問い合せは、いづみ人権交流センター（℡８２－３３８０）まで
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【陶芸教室】
日　時 ／ ３月２９日（金）午前１０時～１１時半
場　所 ／ いづみ人権交流センター
内　容 ／「抹茶碗」に絵付けをします。
対　象 ／ １６歳以上の井手町在住または在勤者
持ち物 ／ タオル　※ 汚れてもよい服装でご参加ください。
材料費 ／ ７００円（当日徴収します。）
定　員 ／ １０人（定員を超えた場合は抽選を行い、抽選もれの方にのみ連絡します。）
申込み ／ ３月１５日（金）までに、いづみ人権交流センターへお申込みください。

＊お問い合せは、いづみ人権交流センター（℡８２－３３８０）まで

事前登録型本人通知制度とは
　住民票の写しや戸籍謄抄本等の不正請求及び不正取得による個人の権利・利益の侵
害の防止を図ることを目的としたものです。
　住民票の写しや戸籍謄抄本等を代理人や第三者に交付した際に、事前に登録した方
に対してその交付した事実を通知する制度です。

登録者への通知内容
・証明書を交付した年月日
・交付した証明書の種類（住民票全部、戸籍謄本など）
・交付枚数
・交付請求者の種別（代理人又は第三者（八士業、個人、法人）の区分）

八士業とは
・弁護士、司法書士、土地家屋調査士、税理士、社会保険労務士、弁理士、海事代理士、
行政書士

代理人とは
・本人の委任を受けて証明書を請求する個人、法人

第三者とは
・自己の権利を行使し又は自己の義務を履行するために証明書を請求する必要がある
個人、法人（生命保険の満期支払いの義務のある保険会社、支払いの督促を行う債権
者等）
・依頼者から受任した事件又は事務を遂行するため、職務上必要な請求をする特定事
務受任者（八士業）
＊詳しくは、住民福祉課（８２- ６１６４）までお問い合わせください。

『部落差別の解消の推進に関する法律』は、部落差別のない社会の実現を目的として
作られ、国及び地方公共団体の責務や、相談体制の充実について明記されています。
この法律に基づいて、いづみ人権交流センターに相談窓口を設置しています。相談は
無料で予約制です。

◇日　時　　月曜～金曜（水曜・日祝日を除く）午前９時～午後４時半まで
◇場　所　　いづみ人権交流センター　相談室（担当：木村）

戸籍・住民票等の「本人通知制度」にご登録を！

部落差別や人権に関する相談窓口
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株
式
会
社
み
ず
ほ
銀
行
に
お
け
る
税
・

料
等
の
窓
口
納
付
の
取
り
扱
い
は
、
令
和

６
年
３
月
31
日
で
終
了
し
ま
す
。

　

な
お
、
お
手
持
ち
の
納
付
書
の
裏
面
等

に
取
扱
金
融
機
関
（
納
付
場
所
）
と
し
て

記
載
さ
れ
て
い
る
場
合
で
も
、
令
和
６
年

４
月
１
日
以
降
に
み
ず
ほ
銀
行
で
町
税
等

公
金
を
納
付
さ
れ
る
場
合
は
、
別
途
手
数

料
を
ご
負
担
い
た
だ
く
こ
と
と
な
り
ま
す

み
ず
ほ
銀
行
に
お
け
る
税
・
料
等

の
取
り
扱
い
に
つ
い
て

の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
会
計
課
（
℡
82
‐

６
１
７
１
）
ま
で

Information

おしらせ

●

弥
勒
会
か
ら
の
お
知
ら
せ

　

高
齢
者
生
き
が
い
活
動
の
ご
案
内

　

高
齢
者
の
方
の
社
会
参
加
を
図
り
、
生

き
が
い
と
健
康
づ
く
り
を
推
進
す
る
た

め
、
集
い
の
場
を
設
け
て
い
ま
す
。

は
じ
め
て
の
方
で
も
、
お
気
軽
に
お
越
し

い
た
だ
け
る
催
し
で
す
。
ご
参
加
を
お
待

ち
し
て
お
り
ま
す
。

《
お
や
じ
の
生
き
が
い
活
動
》

▼
内
容
／
映
画
鑑
賞
「
懐
か
し
い
映
画
を

観
ま
し
ょ
う
」
▼
日
時
／
２
月
14
日
（
水
）

午
後
１
時
頃
～
３
時
半
頃
ま
で
▼
参
加
費

／
４
０
０
円
▼
場
所
／
山
吹
ふ
れ
あ
い
セ

ン
タ
ー
▼
対
象
／
60
歳
以
上
の
男
性
の
方

▼
持
ち
物
／
お
茶
（
水
分
補
給
用
）
▼
ご

自
宅
付
近
ま
で
送
迎
し
ま
す

《
高
齢
者
生
き
が
い
活
動
》

▼
内
容
／
映
画
鑑
賞
「
懐
か
し
い
映
画
を

観
ま
し
ょ
う
」▼
日
時
／
２
月
13
日（
火
）・

16
日
（
金
）・
27
日
（
火
）
午
後
1
時
頃

～
3
時
半
頃
ま
で
▼
参
加
費
／
４
０
０

円
▼
場
所
／
山
吹
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
▼

対
象
／
60
歳
以
上
の
方
▼
持
ち
物
／
お
茶

（
水
分
補
給
用
）
▼
ご
自
宅
付
近
ま
で
送

迎
し
ま
す

＊
お
問
い
合
わ
せ
、
申
し
込
み
は　

弥

勒
会
（
℡
０
９
０
‐
７
８
８
３
‐

３
４
７
８
）
ま
で

※
感
染
対
策
の
た
め
マ
ス
ク
の
着
用
を
お

▼
日
時
／
３
月
２
日
（
土
）
午
前
９
時
～

正
午
▼
場
所
／
京
田
辺
市
消
防
署
井
手
分

署
会
議
室
▼
定
員
／
５
名
程
度
▼
参
加
費

／
無
料
▼
受
付
／
３
月
１
日
（
金
）
午
後

5
時
ま
で

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
京
田
辺
市
消
防
署

井
手
分
署
（
℡
82
‐
３
０
０
０
）

「
救
命
講
習
会
開
催
の
お
知
ら
せ
」

願
い
し
ま
す
。

　

物
価
高
騰
が
長
引
く
影
響
で
、
経
済
的

な
不
安
や
悩
み
を
抱
え
て
お
ら
れ
る
方
を

対
象
に
、
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。
家
計

管
理
や
仕
事
の
こ
と
、
借
金
等
の
法
律
問

題
、
こ
こ
ろ
の
悩
み
な
ど
困
り
ご
と
に
つ

い
て
各
分
野
の
専
門
員
が
お
話
を
お
聴
き

し
ま
す
。
秘
密
厳
守
で
す
の
で
安
心
し
て

ご
相
談
く
だ
さ
い
。
相
談
は
無
料
で
す
。

▼
日
時
／
令
和
６
年
３
月
２
日(

土)

午

後
１
時
～
４
時
（
受
付
）
ま
で
▼
場
所
／

京
都
府
山
城
北
保
健
所
綴
喜
分
室
（
京
田

辺
市
田
辺
明
田
１
）
▼
対
象
／
井
手
町
・

宇
治
田
原
町
に
お
住
ま
い
の
方

※
要
予
約
で
す
。（
申
込
期
限
２
月
27
日
）

※
お
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
は
、
山

城
北
保
健
所
綴
喜
分
室
（
℡
63
‐

５
７
４
５
）
ま
で

く
ら
し
と
こ
こ
ろ
の
総
合
相
談
会

講
座
・
教
室

【
健
康
教
室
】

▼
日
時
／
２
月
22
日
（
木
）
午
前
10
時
～

11
時
半
▼
持
ち
物
／
タ
オ
ル
・
健
康
手
帳

（
持
っ
て
い
る
方
の
み
）・
飲
み
物
▼
場
所

／
い
づ
み
人
権
交
流
セ
ン
タ
ー

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
い
づ
み
人
権
交
流

セ
ン
タ
ー
（
℡ 
82
‐
３
３
８
０
）
ま
で

【
い
づ
み
ま
な
び
教
室
】

《
大
正
琴
》

▼
日
時
／
２
月
27
日
（
火
）・
３
月
８
日

（
金
）
午
前
10
時
～
正
午
▼
場
所
／
い
づ

み
人
権
交
流
セ
ン
タ
ー
▼
持
ち
物
／
大
正

琴
・
楽
譜
▼
対
象
／
60
歳
以
上
の
井
手
町

在
住
者

※
は
じ
め
の
う
ち
は
大
正
琴
を
先
生
か
ら

借
り
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。
た
だ
し
台
数

に
限
り
あ
り
。

《
太
極
拳
》

▼
日
時
／
２
月
27
日
（
火
）・
３
月
８
日

（
金
）
午
後
1
時
半
～
3
時
半
▼
場
所
／

い
づ
み
人
権
交
流
セ
ン
タ
ー
▼
持
ち
物
／

運
動
で
き
る
服
装
・
上
履
き
・
飲
み
物
▼

対
象
／
16
歳
以
上
の
井
手
町
在
住
ま
た
は

在
勤
者

《
ペ
ン
習
字
》

▼
日
時
／
２
月
20
日
（
火
）・
３
月
５
日

（
火
）
午
後
1
時
半
～
3
時
半
▼
場
所
／

い
づ
み
人
権
交
流
セ
ン
タ
ー
▼
持
ち
物
／

筆
ペ
ン
ま
た
は
筆
▼
対
象
／
16
歳
以
上
の

井
手
町
在
住
ま
た
は
在
勤
者

※
３
月
５
日
の
教
室
は
講
師
に
大
見
美
鈴

さ
ん
を
お
迎
え
し
て
開
催
し
ま
す
。

《
手
芸
教
室
》

▼
内
容
／
ス
カ
ー
フ
留
め
（
木
工
）
▼
日

時
／
２
月
26
日
（
月
）
午
前
の
部
10
時
～

12
時
、
午
後
の
部
1
時
～
3
時
▼
場
所
／

い
づ
み
人
権
交
流
セ
ン
タ
ー
▼
対
象
／
16

歳
以
上
の
井
手
町
在
住
ま
た
は
在
勤
者
▼

持
ち
物
／
作
品
を
持
ち
帰
る
袋
▼
参
加
費

／
５
０
０
円
（
当
日
徴
収
）
▼
定
員
／
午

前
の
部
７
人
・
午
後
の
部
７
人
（
定
員
を

超
え
た
場
合
は
抽
選
を
行
い
、
抽
選
も
れ
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の
方
の
み
連
絡
し
ま
す
）
▼
申
込
受
付
期

間
／
２
月
16
日
（
金
）
ま
で

※
お
問
い
合
わ
せ
・
お
申
込
み
は
い

づ
み
人
権
交
流
セ
ン
タ
ー
（
℡
82
‐

３
３
８
０
）
ま
で

【
い
づ
み
ふ
れ
あ
い
学
級　

第
７
回
】

《
講
演
会
》

▼
内
容
／
「
今
ど
き
の
人
権
学
習
か
ら
考

え
る
人
権
‐
史
実
か
ら
見
た
部
落
差
別

‐
」
▼
日
時
／
３
月
12
日
（
火
）
午
前
10

時
～
11
時
半
▼
場
所
／
い
づ
み
人
権
交
流

セ
ン
タ
ー
▼
対
象
／
16
歳
以
上
の
井
手
町

在
住
ま
た
は
在
勤
者
▼
申
込
受
付
期
間
／

３
月
８
日
（
金
）
ま
で

※
お
問
い
合
わ
せ
・
お
申
込
み
は
い

づ
み
人
権
交
流
セ
ン
タ
ー
（
℡
82
‐

３
３
８
０
）
ま
で

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
（
℡
82
‐
３
６
９
０
）
ま
で

《
山
吹
体
操
ク
ラ
ブ
・
健
康
相
談
》

▼
日
時
／
３
月
７
日
（
木
）
午
後
１
時
45

分
～
３
時
15
分
▼
場
所
／
玉
泉
苑
▼
対
象

／
65
歳
以
上
の
方

※
お
問
い
合
わ
せ
・
申
込
み
は
、
社
会
福

祉
協
議
会
（
℡
82
‐
３
９
０
１
）
ま
で

《
社
協
♥
生
き
生
き
体
操
》

▼
日
時
／
２
月
28
日
（
水
）
午
後
１
時
半

～
３
時
▼
場
所
／
玉
泉
苑
▼
日
時
／
３
月

６
日
（
水
）
午
後
１
時
半
～
３
時
▼
場
所

／
賀
泉
苑
▼
対
象
／
概
ね
70
歳
以
上
の
方

※
お
問
い
合
わ
せ
・
申
込
み
は
、
社
会
福

祉
協
議
会
（
℡
82
‐
３
９
０
１
）
ま
で

子 
育 
て

【
乳
幼
児
健
康
診
査
】

《
１
歳
６
カ
月
児
健
康
診
査
》

▼
日
時
／
３
月
４
（
月
）
▼
対
象
／
Ｒ
４
・

７
・
１
～
Ｒ
４
・
８
・
31
生
ま
れ
▼
受
付
／

個
別
案
内
▼
場
所
／
保
健
セ
ン
タ
ー

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、保
健
セ
ン
タ
ー（
℡

82
‐
３
３
８
５
）
ま
で

各 

種 

相 

談

（
金
）
午
前
11
時
～
午
後
１
時
50
分
▼
場

所
／
い
づ
み
人
権
交
流
セ
ン
タ
ー
相
談
室

＊
こ
こ
ろ
の
相
談
室
は
予
約
制
で
す
。

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
い
づ
み
人
権
交
流

セ
ン
タ
ー
（
℡
82
‐
３
３
８
０
）
ま
で

【
母
子
の
相
談
・
教
室
】

《
育
児
相
談
》

日
時
／
２
月
14
日
（
水
）

　
　
　

午
前
９
時
～
11
時
受
付

場
所
／
保
健
セ
ン
タ
ー

＊
育
児
相
談
は
予
約
制
で
す
。

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、保
健
セ
ン
タ
ー（
℡

82
‐
３
３
８
５
）
ま
で

【
無
料
法
律
相
談
】

▼
日
時
／
２
月
26
日
（
月
）
午
後
２
時
～

４
時
▼
場
所
／
玉
泉
苑

※
無
料
法
律
相
談
は
予
約
制
で
す

※
お
問
い
合
わ
せ
は
、
社
会
福
祉
協
議
会

(

℡
82
‐
３
９
０
１)

ま
で

【
心
配
ご
と
相
談
・
人
権
相
談
・
消
費
生

活
相
談
】

▼
日
時
／
２
月
19
日
（
月
）
午
後
１
時
～

４
時
▼
場
所
／
賀
泉
苑

▼
日
時
／
３
月
４
日
（
月
）
午
後
１
時
～

４
時
▼
場
所
／
玉
泉
苑

※
３
月
４
日
は
行
政
相
談
も
行
い
ま
す
。

※
お
問
い
合
わ
せ
は
、
社
会
福
祉
協
議
会

（
℡
82
‐
３
９
０
１
）
ま
で

※
消
費
生
活
相
談
は
、
電
話
で
も
相
談
を

受
け
付
け
て
お
り
ま
す
。
相
談
専
用
番
号

（
℡
０
９
０
‐
５
８
８
９
‐
５
３
６
７
）

健　

康

【
介
護
予
防
事
業
】

《
脳
ト
レ
教
室
ひ
ま
わ
り
》

▼
日
時
／
２
月
14
日
（
水
）・
28
日
（
水
）

午
後
１
時
半
～
３
時
▼
場
所
／
賀
泉
苑

▼
日
時
／
２
月
14
日
（
水
）・
３
月
６
日

（
水
）
午
後
１
時
半
～
３
時
▼
場
所
／
い

づ
み
人
権
交
流
セ
ン
タ
ー
▼
対
象
／
65
歳

以
上（
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
含
め
、予
防
ゲ
ー

ム
や
脳
ト
レ
に
興
味
の
あ
る
方
は
年
齢
関

係
な
く
参
加
可
能
）▼
持
ち
物
／
お
茶（
水

分
補
給
用
）
▼
費
用
／
無
料

・
申
込
み
は
不
要
で
す

・
こ
の
教
室
で
は
認
知
症
の
こ
と
や
介
護

な
ど
の
相
談
も
受
け
付
け
て
お
り
ま
す
。

【
こ
こ
ろ
の
相
談
室（
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
）】

▼
日
時
／
２
月
16
日
（
金
）・
３
月
８
日

　

今
ま
で
は
コ
ン
ビ
ニ
交
付
を
利
用
す
る

に
あ
た
り
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
が
必
要

で
し
た
が
、
ス
マ
ホ
用
電
子
証
明
書
搭
載

サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
こ
と
に
よ
り
、
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
持
ち
歩
く
こ
と
な

く
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
一
つ
で
コ
ン
ビ
ニ

で
住
民
票
の
写
し
等
を
取
得
す
る
こ
と
が

令
和
６
年
１
月
22
日
（
月
）
よ
り
利
用
可

能
に
な
り
ま
し
た
。

※
ス
マ
ホ
用
電
子
証
明
書
に
つ
い
て
は
左

記
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
ご
確
認
く
だ
さ

い
。

【
対
応
す
る
事
業
者
】

・
株
式
会
社
フ
ァ
ミ
リ
ー
マ
ー
ト

・
株
式
会
社
ロ
ー
ソ
ン

【
対
応
機
種
】

現
在
は
Ａ
ｎ
ｄ
ｒ
ｏ
ｉ
ｄ
端
末
の
一
部
の

機
種
で
利
用
で
き
ま
す
。（
ｉ
Ｐ
ｈ
ｏ
ｎ

ｅ
の
対
応
時
期
は
未
定
）

※
利
用
可
能
な
機
種
に
つ
い
て
は
左
記
の

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

■
ス
マ
ホ
用
電
子
証
明
書
搭
載
サ
ー
ビ
ス

を
使
っ
た
コ
ン
ビ
ニ
交
付
に
つ
い
て
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【
開
館
日
】
火
曜
日
～
日
曜
日

※
休
館
日
、
行
事
等
は
状
況
に

よ
り
変
更
と
な
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。

【
開
館
時
間
】

４
月
～
９
月

　
　
　

午
前
10
時
～
午
後
６
時

10
月
～
３
月

　
　
　

午
前
10
時
～
午
後
５
時

☆
２
月
・
３
月
の
休
館
日

２
月
13
・
19
・
26
・
27
・
29
日

３
月
４
・
11
～
16
・
18
・
21
・

25
日

※
蔵
書
点
検
整
理
日
の
た
め
、

３
月
12
日
（
火
）
～
16
日
（
土
）

ま
で
休
館
し
ま
す
。

☆
貸
し
出
し
冊
数
お
よ
び
期
間

図
書
は
１
人
12
冊
・
２
週
間

雑
誌
は
１
人
５
冊
・
２
週
間

視
聴
覚
資
料
は
１
人
３
点
・
１

週
間

☆
主
な
新
着
資
料
の
紹
介

　

２
月

一
般
書

「
火
山
に
馳
す 

浅
間
大
変
秘

抄
」　　
　
　
　
　
　

赤
神 

諒

「
フ
ァ
ラ
オ
の
密
室
」

　
　
　
　
　
　
　

 

白
川 

尚
史

「
楽
園 

グ
ル
ナ
・
コ
レ
ク
シ
ョ

ン
」

ア
ブ
ド
ゥ
ル
ラ
ザ
ク
・
グ
ル
ナ

「
ど
う
し
て
そ
う
な
っ
た
⁉
い

き
も
の
の
名
前
」　

丸
山 

貴
史

「
話
せ
ば
、
う
ま
く
い
く
。 

50

代
か
ら
の
人
生
を
機
嫌
よ
く
生

き
る
ヒ
ン
ト
」

　

鈴
木 

秀
子
・
青
木 

さ
や
か

「
全
国
名
所
図
会
め
ぐ
り　

航

空
写
真
と
読
み
解
く
歴
史
絵

巻
」　　
　
　
　
　

渋
谷 

申
博

「
日
本
の
昔
話
百
科
」

　
　
　
　
　
　
　

 

石
井 

正
己

児
童
書 

「
ふ
ん
が
ふ
ん
が 

２
」

　
　
　
　
　
　
　

 

丸
山 

誠
司

「
ち
い
さ
な
い
え
の
り
す
い
っ

か
」　　
　
　
　

田
島 

か
お
り

「
ま
め
ま
き
！
ま
め
ま
き
！
」

　
　
　
　
　
　
　

 

西
村 

敏
雄

「
し
ゃ
ぼ
ん
だ
ま
」　 

林 

明
子

「
マ
マ
た
ち
が
言
っ
た
」

ブ
リ
ア
ナ
・
ム
コ
デ
ィ
リ
・
ウ

チ
ェ
ン
ド
ウ

２
月
・
３
月
の
図
書
館
行
事

《
わ
く
わ
く
ド
キ
ド
キ
お
は
な

し
の
じ
か
ん
》

３
月
９
日
（
土
）
午
前
11
時
～

　左右田始、50 歳、職業
俳優。演技経験は豊富で
も、端役ばかりで名前を
知る人は少ない。しかし
脇役ならではの観察眼で、
あらゆる現場で生じた綻
びを解決し…。全 5 篇を
収録。

左右田に悪役は似合わない
遠藤 彩見

　散らかし放題が空間認
知能力を高める ! ぼんや
りしているのは発見や発
想の能力を高めている証
拠 ! < 男性脳 > を知り尽
くした脳科学者が、息子
育ての 50 のコツを 4 コ
マ漫画とともに紹介する。

息子のトリセツ
黒川 伊保子

おまえうまそうだな さよならウマソウ
宮西 達也

スはげんきになって、アンキロサウルスのこども
たちにいろいろなことをおしえるようになり…。

　としおいたティラノサ
ウルスが、のはらのまん
なかでたおれました。す
ると、ちっちゃなこども
をにひきつれたアンキロ
サウルスが、ティラノサ
ウルスにあかいみをとっ
てきてくれました。それ
をたべたティラノサウル

図
書
館
・
絵
本
コ
ー
ナ
ー

２
月
・
３
月
の
出
張
貸
出

☆
賀
泉
苑
（
毎
週
水
曜
日 

午

前
10
時
～
正
午
）

２
月
14
・
21
・
28
日

３
月
６
・
27
日

☆
玉
泉
苑
（
毎
週
金
曜
日 

午

前
10
時
～
正
午
）

２
月
16
日

３
月
１
・
８
・
22
・
29
日

☆
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
（
お

も
ち
ゃ
図
書
館
）

２
月
15
日
（
木
）　

午
前
10
時

～
正
午

パパがしげみになった日
ヨーケ・ファン・レーウェン
　うちのパパは、戦争に
行って“しげみ”に変装
( へんそう ) している。カ
ムフラージュって言うん
だって。だけど、敵 ( て
き ) のほうも、みんな“し
げみ”になってたら、ど
うやって見わけるんだろ
う ? あたしはバスでひと
り、となりの国のママの
ところへ行くことになっ
た。「こっち」から「あっち」に行くのは思った
より大変で…。
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ごみは、朝９時までに出してください。
★燃やすごみ、その他ごみ、プラマーク容器包装、カン、ビン、ペットボトルは透明・半透明の袋に入れて出
　してください。
★刈り草も透明または半透明の袋で出してください。刈枝は長さ 50㎝以下、太さ 5㎝以下にして、ひもで束
　ねて燃やすごみの日に出してください。ダンボール、紙袋等の中身が見えない袋では出さないでください。
★粗大ごみは、収集日の１週間前までに産業環境課へ電話予約（℡ 82 ‐ 6168）してください。（テレビ・冷
　蔵庫・冷凍庫・洗濯機・洗濯乾燥機・エアコン・パソコンは除きます）
★テレビ・冷蔵庫・冷凍庫・洗濯機・洗濯乾燥機・エアコン・パソコンは家電リサイクル品です。
　※古紙等（新聞、雑誌、ダンボール、紙パック、雑紙〈その他の紙類〉ごとに分別のうえ）の収集は全地区
　毎週月曜日です。

ごみ収集日程表（2月 11日～ 3月）

区　分
地　区 燃やすごみ カン ビン ペット

ボトル 粗大ごみ プラマーク
容器包装 その他

北　　　区
南　　　区
水　無　区

火・金曜日 2 月 22 日
3 月 21 日

2 月 15 日
3 月 14 日 3 月 7 日 2 月 29 日

3 月 28 日 水曜日 火曜日

玉　水　区
石　垣　区
高　月　区

月・木曜日 2 月 23 日
3 月 22 日

2 月 16 日
3 月 15 日 3 月 8 日 2 月 29 日

3 月 28 日 水曜日 火曜日

上 井 手 区
多 賀 全 区 火・金曜日 2 月 29 日

3 月 28 日
2 月 15 日
3 月 14 日 3 月 7 日 2 月 22 日

3 月 21 日 水曜日 水曜日

※ごみ収集に関するお問い合わせは、役場産業環境課（℡ 82-6168）まで

し尿収集日程
収集日 し尿収集

区域番号 収 集 区 域
2 月 13 日・3 月 6 日
3 月 28 日 ⑤ 西北河原、東北河原、南口、西北ノ代、北口、西北組、茶臼塚、

新造、東北組、甚五郎谷

2 月 15 日・3 月 8 日 ⑦ 西南組、東南組、立石、小払、岩倉、馬場崎、上山田

2 月 20 日・3 月 13 日 ⑩ 内垣内、帽子田、下川、判ノ地、高橋、宮ノ後、蛇谷、粟岡、
安堵山、起、佃、平山

2 月 22 日・3 月 15 日 ⑫ 里、玉ノ井、西高月、清水、栢ノ木、西山、新四郎山、西垣内、
中垣内、東垣内、田村新田

2 月 28 日・3 月 21 日 ⑮ 川久保、北玉水、辻垣内、野畑、山田、南玉水、段ノ下、扇畑、
浜田、柏原

3 月 1 日・3 月 25 日 ② 阿弥陀寺、梅ノ木原、野神、北猪ノ阪、南猪ノ阪、宮ノ本、北溝、
南溝、柴木田、下赤田

※ し尿収集日程に関するお問い合わせは、役場産業環境課（℡ 82-6168）まで

（粗大ごみ）
出せる物
●タンス　●机　●テーブル　●コタツ　●椅子　●自転車　●ソファー
●ファンヒーター　●じゅうたん　●ストーブ　●ベッド　●食器棚　●マットレス　
など
※家電リサイクル法の対象品（テレビ、エアコン、洗濯機、冷蔵庫、
　冷凍庫）や、パソコンなどは回収できません。
※一世帯で一度に出すことができる粗大ごみは、3 点までです。
※屋内等から粗大ごみを運び出すことはしません。
収集日の一週間前までに産業環境課 ( ℡ 82-6168) へ、お申し込みく
ださい。井手町のホームページからもお申し込みできます。



　玉水駅前さくらでは、毎日手作りの日替わり
ランチ (600 円 ) をご用意しています。ぜひ、
ご賞味ください。お弁当をご希望の方は午前
10時までにご予約ください。

イートインで営業中です！
「チキン南蛮」

　　　　　　　
営業時間　　　午前９時～午後 4 時半
ランチタイム　午前 11 時～午後 2 時
定休日　　　　日曜・祝日　

玉水駅前休憩所 さくら
（℡ 0774-82-3174）

月日 曜日 行　　　　事
2/11 日 建国記念の日
12 月 振替休日

13 火
障がい者相談（午後１時半～４時、役場 1 階相談室・予約制）
小学生学習会（午後４時～５時、いづみ児童館）
ピラティス教室（午後７時半～９時、いづみ人権交流センター）

14 水
育児相談（午前９時～ 11 時、保健センター・予約制）
パソコン教室 ( 午後１時～３時半、午後７時～９時、いづみ人権交流センター )
中学生学習会（午後５時～６時、いづみ児童館・いづみ人権交流センター）
脳トレ教室ひまわり（午後１時半～３時、いづみ人権交流センター・賀泉苑）

15 木 小学生学習会（午後４時～５時、いづみ児童館）

16 金
こころの相談室（午前 11 時～午後１時 50 分、いづみ人権交流センター・予約制）
ひまわりカフェ（午後２時～３時、JR 玉水駅前休憩所さくら）
ピラティス教室（午後７時半～９時、いづみ人権交流センター）

17 土 科学体験教室（午前 10 時～ 11 時半、いづみ児童館）
ヒップホップダンス教室（午後１時半～３時５分、いづみ人権交流センター）

18 日
19 月 心配ごと相談・人権相談・消費生活相談（午後１時～４時、賀泉苑）

20 火
井手玉川大学閉講式及び第７回講座（午後１時半～３時、山吹ふれあいセンター）
ペン習字教室（午後１時半～３時半、いづみ人権交流センター）
ピラティス教室（午後７時半～９時、いづみ人権交流センター）

21 水 パソコン教室 ( 午後１時～３時半、午後７時～９時、いづみ人権交流センター )
中学生学習会（午後５時～６時、いづみ児童館・いづみ人権交流センター）

22 木
健康教室（午前 10 時～ 11 時半、いづみ人権交流センター）
小学生学習会（午後４時～５時、いづみ児童館）
中学生学習会（午後５時～６時、いづみ児童館・いづみ人権交流センター）

23 金 天皇誕生日

24 土
IDE ゆうゆうスポーツクラブ（午前９時半～、町内）
コーラス教室（午前 10 時～ 11 時半、いづみ人権交流センター）
ヒップホップダンス教室（午後１時半～３時５分、いづみ人権交流センター）

25 日

26 月
手芸教室（午前 10 時～正午、午後１時～ 3 時、いづみ人権交流センター）
無料法律相談 ( 午後２時～４時、玉泉苑・予約制）
中学生学習会（午後５時～６時、いづみ児童館・いづみ人権交流センター）

27 火

大正琴教室（午前 10 時～正午、いづみ人権交流センター）
障がい者相談（午後１時半～４時、役場 1 階相談室・予約制）
太極拳教室（午後１時半～３時半、いづみ人権交流センター）
小学生学習会（午後４時～５時、いづみ児童館）
中学生学習会（午後５時～６時、いづみ児童館・いづみ人権交流センター）

28 水 パソコン教室 ( 午後１時～３時半、午後７時～９時、いづみ人権交流センター )
脳トレ教室ひまわり（午後１時半～３時、賀泉苑）

29 木 小学生学習会（午後４時～５時、いづみ児童館）

3/1 金 無火災デー防火パレード
中学生交流会（午後５時～６時半、いづみ人権交流センター )

2 土
IDE ゆうゆうスポーツクラブ（午前９時半～、町内）
おやつ作り交流会（午前 10 時～ 11 時半、いづみ人権交流センター）
スポレク（午後３時半～４時半、いづみ人権交流センター）

3 日

4 月 １歳６カ月児健康診査（受付時間は個別案内、保健センター）
心配ごと相談・人権相談・消費生活相談（午後１時～４時、玉泉苑）

5 火 ペン習字教室（午後１時半～３時半、いづみ人権交流センター）
小学生学習会（午後４時～５時、いづみ児童館）

6 水
育児相談（午前 10 時～ 11 時半、西部公民館・予約制）
脳トレ教室ひまわり（午後１時半～３時、いづみ人権交流センター）
パソコン教室 ( 午後１時～３時半、午後７時～９時、いづみ人権交流センター )

7 木 小学生学習会（午後４時～５時、いづみ児童館）

8 金
大正琴教室（午前 10 時～正午、いづみ人権交流センター）
こころの相談室（午前 11 時～午後１時 50 分、いづみ人権交流センター・予約制）
太極拳教室（午後１時半～３時半、いづみ人権交流センター）

9 土
IDE ゆうゆうスポーツクラブ（午前９時半～、町内）
コーラス教室（午前 10 時～ 11 時半、いづみ人権交流センター）
ヒップホップダンス教室（午後１時半～３時５分、いづみ人権交流センター）
わくわくドキドキおはなしのじかん（午後１時半～、山吹ふれあいセンター）

10 日

まちのカレンダー
（2 月 11 日～ 3 月 10 日）

おめでとうございます
(12 月 2 日から 1 月 11 日までの届け出分・敬称略 )

住 所 赤ちゃん 届 出 人
井 手 福 居　青

あお

 波
ば

志 郎
井 手 上 田　冬

とう

 椛
か

知 輝
井 手 吉 川　芭

は

 來
く

　 清 久
多 賀 山 本　梛

な

 示
ぎ

浩 平
多 賀 野 谷　銀

ぎん

 音
ね

享 平
多 賀 近 藤　星

せ

 那
な

唯 人

〈
出
生
〉

公共施設電話番号一覧
名　称 電話番号 名　称 電話番号
市外局番　0774 市外局番　0774

総務課 82-6161 保健センター 82-3385
地域創生推進室 82-6170 地域包括支援センター 82-3690
企画財政課 82-6162 泉ヶ丘中学校 82-2070
税務課 82-6163 井手小学校 82-2119
住民福祉課 82-6164 多賀小学校 82-2112
高齢福祉課 82-6165 玉川保育園 82-2153
保健医療課 82-6166 多賀保育園 82-2225
建設課 82-6167 いづみ保育園 82-4160
産業環境課 82-6168 子育て支援センター 82-2232
上下水道課 82-6169 環境衛生センター 82-4651
会計課 82-6171 学校給食センター 82-3617
議会事務局 82-6172 まちづくりセンター椿坂 82-3838
教育委員会　学校教育課 82-4333 町立デイサービスセンター 99-4318
教育委員会　社会教育課 82-6300 老人福祉センター「玉泉苑」 82-3499
図書館 82-5700 老人福祉センター「賀泉苑」 82-5059
いづみ人権交流センター

82-3380
82-4112

京田辺市消防署　井手分署 82-3000
同和・人権政策課

井手町役場　代表番号 82-2001
いづみ児童館

発行：京都府綴喜郡井手町　編集：企画財政課　井手町ホームページ：https://www.town.ide.kyoto.jp/

〈
婚
姻
〉

住所 夫 妻

井 手 石 田　裕太郎 中 坊　梨 鼓


